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会 議 録 

会議の名称   令和５年 第１１回 白岡市教育委員会定例会  

開催日   令和５年８月１０日（木）  

開催時間   午前９時３０分 開会 ・ 午前１０時４０分 閉会  

開催場所   白岡市役所 ４階 特別大会議室  

 

教育長の氏名  

 

 横 松 伸 二  

 

出席者（委員

等）の氏名  

 横 松 伸 二  

 山 﨑 美佐江  

和 田 玲 子  

小野目 如 快  

福 永   肇  

欠席者（委員）

の氏名  
 

 

説明員の職・  

氏名  

 

教育部長          阿 部 千鶴子  

教育総務課長        高 垣 秀 樹  

参事兼教育指導課長     小 林 大 輔  

教育部付副参事       加 藤   靖  

生涯学習課長        大久保 秀 樹  

事務局職員の

職・氏名  
教育総務課主査 山田 真規子  

点検評価員   吉野 高男  

会議次第  

 １ 開会  

２ 日程第１ 会議録署名委員の指名  

 ３ 日程第２ 委任事務等報告事項  

 ４ 日程第３ 議事  

 ５ 日程第４ その他の事項  

 ６ 閉会  

配布資料  別添のとおり  

傍聴者数  ４人  
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１ 開 会  

横松教育長       出席委員５名、定足数に達しており開会を宣言した。  

            

２ 会議録署名委員の指名  

横松教育長       市教育委員会会議規則第１５条の規定により、山﨑美

佐江委員及び福永肇委員を指名した。  

 

３ 委任事務等報告事項（教育長報告）  

横松教育長       報告事項１、２及び３は個人情報を含む内容であるた

め、報告事項４及び議案第２８号は意思決定過程のため、

非公開で行いたいが如何か。  

委   員       （異議なし）  

横松教育長       異議なしと認め、報告事項１、２、３及び４並びに議

案第２８号は、非公開で行う。  

また、審議の順番を公開案件からとする。  

 

４ その他  

その他１ ７月の教育委員会諸事業結果報告について  

【説    明】  （生涯学習課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】   

A 委員        全体的に講座の参加人数が多い。周知はどのように行っ

ているのか。  

生涯学習課長     広報しらおか、ホームページ、ポスター等の掲示でお知

らせしている。  

A 委員        市民の関心の高さを窺うことができる。  

B 委員        大山小学校の児童が参加した着衣泳等の教室は、夏の水

の事故が多発する中では良い取組だ。他校では行わないの

か。  

生涯学習課長     大山小学校の水泳学習の授業の１コマで行ったものであ

り、他校では B＆G 海洋センターにおいて行う予定はない。 

B 委員        他の自治体では体験として実施しているところもある。

検討してほしい。  

C 委員        中央公民館での合唱講座を実施した部屋には、ピアノは

あるのか。以前はピアノがなく、キーボードを持ち込んだ

こともある。施設にピアノがあれば施設の利用の幅がもっ
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と広がる。  

           ペアーズアカデミーでは、埼玉の土壌汚染、水環境の講

義があったというが、白岡の環境について学べればもっと

学びが深くなるのではないか。ここで学んだことを地域に

生かすことができればもっと良いと思う。  

           夜の昆虫観察会を柴山沼で実施したが、特産である梨の

ことを利用した講座があるとよい。大山地区を利用したイ

ベントがあるとよい。  

           夏休みの宿題応援講座は工作を行ったというが、読書感

想文の講座を実施してはどうか。  

教育部長       公民館は、音楽練習室にアップライトピアノが１台、講

堂にグランドピアノ１台がある。講座は市民の方の企画講

座で学習室を使用したので、キーボードを利用したとのこ

とである。  

生涯学習課長     ペアーズアカデミーでは、埼玉県の出前講座により講師

の方に来ていただいて実施した。オオカミ等についての話

は全国的なことについての話であったが、柴山沼の水環境

についても話があった。白岡の環境、梨を利用した講座等、

今後考えていきたい。  

           夏休みの宿題講座は、学校でどのような宿題が出ている

かを確認の上、考えたい。  

            

【承    認】  （質疑応答後、全員異議なく承認）  

 

その他２ 白岡市生涯学習センター〔こもれびの森〕来館者１００万人達成につ  

いて  

【説    明】  （生涯学習課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】   

A 委員        利用者は、リピーターなのか、新規の利用者が多いのか。  

生涯学習課長     利用者の人数は入口のセンサーからカウントしているも

のだ。図書の貸し出しの状況から、リピーターは多いと推

察する。もちろん、数カ月に１回来館される方もいる。  

【承    認】  （質疑応答後、全員異議なく承認）  

 

（傍聴人退席）  
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３ 委任事務等報告事項（教育長報告）  

第１ 区域外就学について  

【説    明】  （報告第１について、教育部長が概要説明を行い、参事兼  

教育指導課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】  （質疑なし）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

【承    認】  （全員異議なく承認）  

 

第２ 就学すべき学校の指定の変更について  

【説    明】  （報告第２について、教育部長が概要説明を行い、参事兼  

教育指導課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】  （質疑なし）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

【承    認】  （全員異議なく承認）  

 

第３ 令和５年度就学援助の認定について  

【説    明】  （報告第３について、教育部長が概要説明を行い、参事兼  

教育指導課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】  （質疑なし）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

【承    認】  （全員異議なく承認）  

 

第４ 令和４年度白岡市一般会計決算について  

【説    明】  （報告第４について、教育部長が概要説明を行い、教育総  

務課長、参事兼教育指導課長、生涯学習課長が資料に基づき  

説明した。）  

【質疑応答概要】  

A 委員        教育費の不用額が６３，９０９，５７４円とある。なぜ、     

繰越もせず不要となったのか。  

教育部長       予算執行の流れは、予算要求後、議会でお認めいただい

たものが予算となり、事業を実施し支出している。  

           市の予算は、会計年度独立の原則があり、その年度内に

予算を執行し、繰越はできないこととなっているが、例外

として、何らかの事情で年度内に予算が執行できない場合

に翌年度に繰越ができる。２，２５０万円の繰越明許費に

ついては、小・中学校の施設設備維持管理事業にかかるも

ので、国の補助金の交付決定が年度末の３月であったこと

等により、年度内に予算が執行できずに繰り越したもので

ある。  
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不用額は主に電気料である。昨年度は電気料の高騰によ

り補正予算で多くの予算をつけたが、節電等により思った

よりもかからなかったものである。また、年度内に事業が

終了したもので、余った予算について、補正予算として減

額しなかったものもある。  

A 委員        教育委員会運営事業の支出内容は何か。  

教育部長       教育委員への報酬、費用弁償、教育長交際費、埼葛地区

教育委員会連合会への負担金である。  

A 委員        小中学校分けて予算計上しなくてはいけないのか。  

教育総務課長     資料の９ページにあるように小中学校児童生徒の一人当

たりに使用した額を示していることも一つの要因であるこ

とが考えられる。  

A 委員        この決算書では児童・生徒１人当たりの経費が小学校で

は２２万円ほど、中学校では２８万円ぐらいであるが、も

っと大きい数字であるように思うがどうか。  

教育部長       ここに示しているのは、市が教育費として支出した金額

であって、県費負担教職員の人件費等は含んでいない。  

D 委員        小中学校児童生徒の一人当たりに使用した額の経年変化

を教えてほしい。また、他市町との比較はあるか。  

教育総務課長     令和３年度は、小学生が２１６，０５８円であることか

ら約１万円の増、中学生が２４４，３４１円であることか

ら約３６，０００円の増である。  

横松教育長      学校施設の設備修繕も含まれることから、大規模な施設

改修を行った市については金額が大きくなるため、他市町

との比較は、あまり意味をなさない。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

【承    認】  （質疑終了後、全員異議なく承認）  

 

４ 議 事  

【上    程】  

横松教育長       議案第２８号 令和６年度使用小学校における教科用

図書の選定について上程し、提案理由の説明を求める。  

【説    明】   （議案第２８号について、教育部長が概要説明を行い、

参事兼教育指導課長が資料に基づき説明した。）  

【質疑応答概要】  （質疑なし）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

【採    決】   （質疑応答後、全員異議なく決定）  

横松教育長       議案第２８号 令和６年度使用小学校における教科用
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図書の選定について案件のとおり決定する。  

 

５ 閉 会  

横松教育長      以上をもって閉会を宣言する。  
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議事のてん末・概要を記載し、その相違なきを証するため、ここに署名する。 

 

令和  年  月  日  

 

            教    育   長  

 

            議 事 録 署 名 委 員 

 

            議 事 録 署 名 委 員 

 

 


